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佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による 

寄附金活用実績報告書 

 

 

令和２年８月１３日付け県協第９２４号及び令和３年２月８日付け県協第 ２１１３号により寄

附金交付決定通知のあった佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活用して下記のとお

り事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県民協働の地域づくり」及び「ＮＰＯ等を指定し

た支援」）による寄附金交付要綱の規定により、関係書類を添えて報告します。 

 

 

記 

 

１ 活用実績報告書（様式第６号 別紙１） 

２ 収支決算書（様式第６号 別紙２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（様式第６号 別紙１） 

令和 2年度 寄附金活用実績報告書 

 

事  業  名 佐賀いのちの電話カウンセリング公開講座 

寄 附 受 入 額 １，０２６，０００ 円 

事業内容（いつ、どこで、誰が、何を、どのように実施したのかについて記載）  

1. ２０２０年度カウンセリング公開講座事業 

■期 間：2020年５月１６日～２０２０年８月１日 

■場 所：会場：佐賀市内、メートプラザ佐賀 

■主催者：社会福祉法人佐賀いのちの電話  

■後 援：佐賀県、佐賀市、佐賀新聞社  

■対 象：電話相談員を目指す方やカウンセリングの基礎を学びたい市民 

■応 募：１７名 

■事業内容：大学教授や公認心理士ら専門家を招き、座学１１回。 

 

２．２０２０年度相談員サポーター養成講座  

■期 間：２０２０年９月５日～２０２１年３月２７日 

■会 場：佐賀市内さくら臨床教育研究所 

■主催者：社会福祉法人佐賀いのちの電話   

■参加者：相談員リーダー希望の６人 

■内 容：座学やロールプレイ（演習） 18回 

 

３．継続研修 

■自殺予防の公開講演会 

■班別研修会 

 

 

  

 事業実施の成果・効果（見込み）  

※提出期限までに成果・効果を示すことが困難な場合は、成果・効果の見込みを記入してください。 

佐賀いのちの電話には、新型コロナウイルスの感染や生活不安に苦しむ方々からの深刻な電話

が相次いでいます。しかし、相談員の高齢化に伴い、相談員不足が続き、かかってくる電話に十

分対応できない現状です。 

この講座は、電話相談員養成の第１課程として、カウンセリングの基礎的学習を学びます。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染の影響で例年の半分程度の受講者 17 人でしたが、うち 7

人が第２課程を経て、相談活動の実習に入っています。感染拡大から他のセンターが養成講座そ

のものを中止する中、一定数の新規相談員を確保できました。 



 

（様式第６号 別紙２） 

 

収 支 決 算 書 

事業名  

区  分 決算額（円） 備  考 

収 
 

入 

佐賀県ふるさと寄附金 1,026,000 第 1回交付： 54,000円 

 第 2回交付： 972,000円      

       

  

寄付金 160,501  

参加費 250,000 受講料15,000 円×16、10,000×１ 

収入 計 1,436,501  

支 
 

出 

謝金 336,000 外部８万（4人）内部7万（7人） 

 公開講演講師６万  面接等２万１千 

 当番回数表彰図書カード  10万５千

賃金  70,400 受付等          3,200×22

印刷製本費 346,500 会報印刷139,500×２、チラシ27,500 

 講演会資料印刷       40,000 

消耗品費 73,000 コピー用紙等事務用品    48,000 

 検温器、消毒液等      25,000 

賃借料使用料・ 116,903 メートプラザ2,830円×12  33,960 

 公開講演会（アバンセ）   16,270 

 コピー機リース       66,673 

通信運搬費 131,296 会報宅配60,648×２ 切手他 10,000

返礼品等の調達に係る費用 200,432  

返礼品等の送付に係る費用 34,470  

事務に係る費用 127,500 代理店佐賀SBC 

支出 計 1,436,501  

○支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。 

経理上の区分名で記載して構いません。 

○領収書等は事業終了後５年間保存してください。 


